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第 4章

p.56, l.5 定義された C1 級関数 g(x, y)が存在して、 ⇒ 定義された z0 = g(x0, y0)を満たす C1 級関

数 g(x, y) が存在して、

第 6章

p.96, l.7 解の理解することで ⇒ 解を理解することで

問・章末問題 正解

章末問題 1.3 a(x − z + 2) + b(y − z + 1) = 0 (a, bは任意)と表される直線すべて。 ⇒
t(x, y, z) = t(1, 2, 3) + at(1, 0,−1) + bt(0, 1,−1) ((a, b) ̸= (0, 0)は任意)と表される直線すべて。

奥付：
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